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間
違
い
だ
ら
け
の

東
電
福
島
汚
染
水
対
策
・そ
の
２

～
汚
染
水
タ
ン
ク
問
題
に
つ
い
て
～

九
月
七
日
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ

（国
際
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
委
員
会
）
総
会
の
場
で
、
Ｉ
Ｏ

Ｃ
委
員
か
ら
汚
染
水
問
題
を
質
問
さ
れ
た
時
、
安
倍
首
相
は

「汚
染
水
の
状
況
は
制
御
で
き
て
い
る
。
東
京
に
は

今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
何
の
ダ
メ
ー
ジ
も
な
い
」
、
「汚
染
水
問
題
は
、
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
し
、

既
に
着
手
し
て
い
る
。
責
任
を
完
全
に
果
た
す
」
と
強
調
し
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
を
勝
ち
取
っ
た
。
国
の
指
示
を
受
け
経
済
産
業
省
も
、
国
内
お
よ
び
海
外
企
業
や
国
際
機
関
に
向
け
て

「新
た
な
汚
染
水
対
策
の
公
募
」
を
開
始
し
た
。

こ
こ
ま
で
聞
く
と
、
国
民
は

「
や
っ
と
国
が
重
い
腰
を
上
げ
、
汚
染
水
問
題
は
根
本
的
な
解
決
が
図
ら
れ
る
」
、

「国
際
的
に
も
公
約
し
た
」
と
期
待
す
る
が
、
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。
で
は
、
ど
こ
が
間
違
い
で
あ
る
の
か
、

水
の
専
門
家
と
し
て
水
を
切
り
口
に
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
汚
染
水
問
題
…
…
基
本
的
認
識
の
欠
如

汚
染
水
問
題
は
ど
ん
ど
ん
複
雑
化
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
廃
炉
ま
で
の
四
十
年
間
、
ど
の
よ
う
に
汚
染
水
と

向
き
合
え
ば
良

い
の
か
、
ま
ず
は
基
本
的
な
認
識
を
再
確
認
し
て
み
よ
う
。

一
）
放
射
能
の
減
衰
は
時
間
の
フ
ァ
ク
タ
ー
し
か
な
い
。
放
射
能
は
他
の
化
合
物
と
異
な
り
、
簡
単
に
消
滅
し

た
り
分
解
で
き
な
い
。

二
）
半
減
期
の
短
い
核
種
は
、
と
に
か
く
保
管
し
半
減
期
を
待
ち
余
計
な
こ
と
を
し
な
い
。
当
然
漏
ら
さ
な
い

よ
う
に
保
管
す
る
こ
と
。

三
）
日
本
は
自
然
災
害
の
宝
庫
で
あ
る
、
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
大
地
震
が
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
。
凍

土
法
な
ど
技
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
方
法
は
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
技
術
的
に
確
立
さ
れ
た

「連
続

地
中
壁
工
法
」
を
と
り
、
明
日
か
ら
で
も
工
事
を
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。

四
）
高
い
塩
分
と
放
射
性
物
質
を
含
む
液
体
は
、
す
べ
て
の
金
属
を
腐
食
さ
せ
る
。
腐
食
に
強
い
と
さ
れ
る
ハ

ス
テ
ロ
イ
金
属
や
ス
テ
ン
レ
ス
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
で
も
、
材
料
自
身
は
耐
久
性
が
あ
る
も
の
の
、
溶
接
面

（熱
変
化
を
受
け
た
所
）
か
ら
腐
食
が
始
ま
リ
ピ
ン
ホ
ー
ル
が
加
速
す
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
ゴ
ム
ラ
イ

ニ
ン
グ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ゴ
ム
は
放
射
能
に
よ
り
、
そ
の
架
橋

（弾
性
）
が
す
ぐ
破
壊
さ
れ
る
。

五
）
処
理
対
象
の
汚
染
水
の
総
量
は
百
万
ト
ン
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
長
期
に
渡
り
安
全
に
貯
留
で
き
る
受
け

皿
を
作
り
、
余
計
な
金
を
掛
け
ず
、
時
間
を
か
け
て
安
全
に
処
理
す
る
こ
と
。

六
）
地
上
に
汚
染
水
タ
ン
ク
が
あ
る
限
り
、
必
ず
漏
え
い
し
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
す
ｃ

海
へ
の
漏
え
い
を
防
ぐ
に
は
、
大
深
度
地
下
貯
留
し
か
な
い
。

七
）
廃
炉
ま
で
四
十
年
に
渡
る
長
期
戦
に
備
え
、
省
エ
ネ
、
維
持
管
理
が
最
低
限
に
な
る
汚
染
水
処
理
装
置
を

採
用
す
る
こ
と
。

八
）
汚
染
水
処
理
装
置
は
同
時
に
高
濃
度
汚
染
水
発
生
装
置
で
あ
る
。
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
を
考
え
た
汚

染
水
処
理
対
策
を
取
る
こ
と
、
い
つ
も
こ
の
視
点
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
汚
染
水
発
生
装
置
…
…
多
核
種
除
去
装
置

（Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
の
問
題
点

汚
染
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
核
種
六
十
三
核
種
の
う
ち
六
十
二
種
を
除
去
で
き
、
汚
染
水
対
策
の
目
玉
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
東
芝
製
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
は
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
除
去
性
能
や
処
理
水

（真
水
に
近

吉
村
　
和
就

（野
なつ評
″様

ヤ‐代表）
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い
）
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
水
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
、
こ
の
装
置
は
同
時
に
巨
大
な
廃
棄

物
発
生
装
置
で
も
あ
る
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
は

一
年
遅
れ
で
本
年
二
月
に
運
転
開
始
し
た
が
、
六
月
で
運
転
停
止
を
し
て
い
る
。
原
因
は
吸
着
塔

や
配
管
の
腐
食
に
よ
る
高
濃
度
廃
液
の
漏
え
い
で
あ
る
。
東
電
公
表
の

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
バ
ッ
チ
処
理
タ
ン
ク
か
ら
の

漏
え
い
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
」
続
報
ま
で
の
三
編
を
読
む
と
、
水
処
理
装
置
と
し
て
非
常
識
な
設
計
と
な

っ
て
い
る
。
前
処
理
で
塩
化
第
二
鉄

（酸
性
が
強
く
、
金
属
を
腐
食
さ
せ
る
）
や
後
段
で
活
性
炭
吸
着
塔
を
用
い

て
い
る
が
ス
テ
ン
レ
ス

（Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
）
容
器
お
よ
び
配
管
類
に
ラ
イ
エ
ン
グ
が
な
く
、

溶
接
面
に
腐
食
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
塩
類
濃
度
が
高
く
、
鉄
イ
オ
ン
、
活
性
炭

（カ
ー
ボ
ン
）
が
存
在
す
る

場
合
、
溶
接
面
は
必
ず
腐
食

（電
蝕
）
さ
れ
る
。
局
部
的
な
電
池
が
出
来
、
腐
食
が
加
速
さ
れ
る
は
常
識
で
あ
る
。

今
回
の
場
合
は
厚
さ
九
ミ
リ
の
ス
テ
ン
レ
ス
が
三
か
月
で
腐
食
さ
れ
ピ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
高
線
量
の
廃
液
が
漏
れ
出

し
て
い
る
。

東
電
は
急
き
ょ
、
腐
食
対
策
と
し
て
接
液
部
に
ポ
リ
マ
ー
ラ
イ
エ
ン
グ
、
ゴ
ム
ラ
イ
エ
ン
グ
を
施
し
、
ま
た
電

蝕
防
止
の
為
に
犠
牲
電
極

（亜
鉛
板
）
を
設
け
、
ま
た
ラ
イ
ニ
ン
グ
配
管
に
取
り
換
え
を
実
施
中
で
あ
る
。
（し

か
し
放
射
能
に
よ
る
ゴ
ム
ラ
イ
エ
ン
グ
の
破
壊
も
心
配
さ
れ
る
）

二
〇

一
一
年
後
半
か
ら
使
わ
れ
た
放
射
能
除
去
装
置

（サ
リ
ー
）
で
も
、
同
様
な
腐
食
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の

教
訓
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
十
月

一
日
現
在
、
既
設
の
二
系
列
は
停
止
中
で
あ
り
、
最
近
動
き
出
し
た

一
系
列

も
毎
日
の
よ
う
に
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
運
転

・
停
止
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

政
府
が
乗
り
出
し
、
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
装
置
の
増
設
に
百
五
十
億
円
投
入
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
問
題

は
未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
①
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
装
置
か
ら
は
、
必
ず
廃
液
が
漏
え
い
す
る
も
の
と
見
な
し
、

装
置
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
槽
の
中
に
設
置
し
、　
一
滴
も
漏
ら
さ
な
い
構
造
と
す
べ
き
で
あ
る
。
②
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
は

処
理
を
続
け
る
と
、
そ
れ
自
体

（容
器
、
配
管
）
が
放
射
化
さ
れ
巨
大
な
放
射
性
廃
棄
物
に
な
る
。
最
初
か
ら
運

搬

・
解
体
用
の
天
丼
ク
レ
ー
ン
設
置
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
点
検
、
分
解
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
が
順
調
に
稼
働
し
た
場
合
、
人
が
簡
単
に
近
づ
く
こ
と
の
出
来
な
い
高
線
量
の
放
射
性
廃
棄
物

（吸
着
剤
、
ろ
過
材
な
ど
）
が

一
年
間
に
三
千
二
百
３ｍ
も
発
生
す
る
。
こ
の
処
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
廃
棄
物
対

策
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

二
、
地
上
タ
ン
ク
群
の
漏
え
い
問
題
点

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
語
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
あ

る
。
約

一
千
六
十
基

（
フ
ラ
ン
ジ
型
は
約
三
百
五
十
基
）
の
銅
鉄
製
タ
ン
ク
に
は
、
逆
浸
透
膜

（Ｒ
Ｏ
装
置
）
な

ど
で
濃
縮
さ
れ
た
塩
類
濃
度
お
よ
び
高
線
量
の
廃
液
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

腐
食
よ
る
漏
え
い
は
時
間
の
問
題

こ
れ
ら
の
タ
ン
ク
群
は
ス
テ
ン
レ
ス
で
な
く
、
単
な
る
鉄
板
で
あ
る
。
つ
ま
り
腐
食
に
よ
る
漏
え
い
は
時
間
の

問
題
で
あ
り
、
時
限
爆
弾

（汚
染
水
貯
留
量
は
既
に
三
十
五
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
）
を
抱
え
て
い
る
に
等
し
い
。

既
に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ジ
型
タ
ン
ク
か
ら
の
漏
え
い
が
複
数
個
所
で
始
ま

っ
て
い
る
。
千
ト
ン
貯

留
の
フ
ラ
ン
ジ
型
タ
ン
ク
は
、　
一
基
当
た
り
千
個
以
上
の
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
、
パ
ッ
キ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成

さ
れ
、
い
つ
漏
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
あ
る
。

固
定
基
礎
ボ
ル
ト
の
な
い
タ
ン
ク
群

さ
ら
に
怖
い
の
は
、
タ
ン
ク
群
の
基
礎
で
あ
る
。
基
礎
工
事
は
雑
木
林
を
伐
採
し
た
の
ち
に
地
上
か
ら

一
メ
ー

ト
ル
下
ま
で
の
土
壌
改
良

（突
き
固
め
）
し
、
そ
の
上
に
二
十
セ
ン
チ
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
布
設
し
た
だ
け

で
あ
る
。
そ
の
上
に

一
千
ト
ン
容
量
の
タ
ン
ク
群

（約

一
千
基
）
が
基
礎
ボ
ル
ト
も
無
く
、
単
に
置
か
れ
て
い
る

状
態
で
あ
る
。
隣
接
す
る
タ
ン
ク
と
は
、
底
部
に
あ
る
バ
ル
ブ
付
連
通
パ
イ
プ
に
て
繋
が
っ
て
い
る
。
大
地
震
が

来
て
、
固
定
ボ
ル
ト
の
無
い
タ
ン
ク
群
が
競
合
倒
壊
す
る
可
能
性
が
り
、
倒
壊
し
た
場
合
に
は
、
三
十
五
万
ト
ン

と
の
汚
染
水
は
海
に
直
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

傾
斜
地
に
四
百
五
十
ト
ン
の
汚
染
水
タ
ン
ク
設
置

十
月
二
日
の
人
為
ミ
ス
に
よ
る
汚
染
水
流
失
の
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
項
も
土
木
技
術
者
お
よ
び
水

関
係
者
が
驚
愕
し
た
内
容
で
あ
る
。
約
五
十
五
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
に
四
百
五
十
ト
ン
貯
留
で
き
る
タ
ン
ク

（
フ
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ラ
ン
ジ
型
、
直
径
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
）
五
基
を
連
続
傾
斜
し
た
ま
ま
設
置
し
、
各
タ
ン
ク
は
底
部

の
連
通
管
で
つ
な
が
れ
て
お
り
、
水
位
計
は
最
上
部
の
タ
ン
ク
に
し
か
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
為
に
放
射
能

を
含
ん
だ
雨
水
等
を
最
上
部
の
タ
ン
ク
に
注
入
し
、
水
位
監
視
の
な
い
ま
ま
に
下
部
の
タ
ン
ク
よ
り
漏
え
い
さ
せ

た
事
実
で
あ
る
。
四
百
五
十
ト
ン
を
超
え
る
重
量
タ
ン
ク
を
傾
斜
地
に
建
設
す
る
こ
と
は
非
常
識
で
あ
り
、
当
然

傾
斜
地
で
も
基
礎
は
階
段
状
に
作
る
べ
き
で
あ
り
、
水
位
計
も
各
タ
ン
ク
に
付
け
監
視
す
べ
き
で
あ
る
。
東
電
は

事
故
後
の
記
者
会
見
で

「傾
斜
は
許
容
の
範
囲
内
と
判
断
し
て
い
た
が
、
計
画
に
甘
さ
が
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
し
て
陳
謝
し
て
い
る
。

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
不
等
沈
下

さ
ら
に
不
等
沈
下
も
発
生
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
亀
裂
も
発
生
し
て
い
る
。　
一
千
ト
ン
も
の
重
量
に
耐
え

る
基
礎
は
本
来
な
ら
基
礎
杭
や
そ
れ
な
り
の
構
造
を
持
た
な
け
れ
ば
そ
の
重
量
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
当

然
の
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
タ
ン
ク
群
の
下
の
地
下
水
位

（
マ
イ
ナ
ス
五
メ
ー
ト
ル
）
も
、
海
側
遮
水
壁
の
施
工
と
共
に
水
位
が
上

昇
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
盤
の
液
状
化
の
恐
れ
も
あ
る
。
今
後
、
大
き
な
地
震
が
来
た
場
合
、

タ
ン
ク
群
は
倒
壊
し
大
量
の
汚
染
水

（三
十
五
万
ト
ン
）
が
流
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。　
一
刻
も
早
く
、
タ
ン
ク

基
礎
を
固
定
し
、
か
つ
防
液
堤
を
盛
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
司
令
塔
不
在
の
汚
染
水
対
策

今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
土
木
技
術
者
や
水
処
理
技
術
者
に
と
り
す
べ
て
常
識
の
範
囲
内
で
あ
り
、
い
ま

さ
ら
の
感
じ
が
す
る
が
、
な
ぜ
東
電
の
汚
染
水
対
策
は
非
常
識
な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

時
間
が
な
い
、
資
金
が
な
い
、
と
に
か
く
浴
れ
出
す
大
量
の
汚
染
水
を
受
け
入
れ
ろ
と
、
閉
ざ
さ
れ
た
原
子
力
村

の
論
理
で
進
め
ら
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
国
が
本
格
的
に
乗
り
出
す
な
ら
現
在
の
課
題
を
国
内
外
に
オ
ー
プ
ン

に
し
、
世
界
の
叡
智
を
集
め
、
国
が
司
令
塔
と
し
て
責
任
を
持

っ
て
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
筆
者
が
主
張

し
続
け
て
い
る
大
深
度
地
下
貯
留
法
を
紹
介
す
る
。

五
、
根
本
的
な
解
決
法
は
…
…
大
深
度
地
下
貯
留
法
し
か
な
い
。

筆
者
が
八
月
十
六
日
付
、
サ
ン
ケ
イ

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
シ
ー
ル
ド
エ

法
で
、
原
発ｒ
敷
地
内
の，
地
下
五
十
～
百
メ
ー
ト
ル
に
直
径
三
十
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
千
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を

二
本
構
築
し

（総
容
量

一
百
四
十
万
ト
ン
貯
留
）
、
内
部
は
鉛
入
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

・
セ
グ
メ
ン
ト
で
固
め
る

地
下
貯
留
槽
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
す
べ
て
の
電
源
が
失
わ
れ
て
も
重
力
で
流
入
で
き
る
貯
槽
で
あ
る
。

シ
ー
ル
ド
エ
法

（Ｔ
Ｂ
Ｍ
）
に
よ
る
貯
留
法
の
特
徴
を
示
す
と
。

・
施
工
速
度
が
速
く
、
工
期
短
縮
が
図
ら
れ
る

（大
断
面
、
長
距
離
、
急
速
施
工
が
可
能
）

ｏ
無
公
害
、
他
の
構
造
物
に
影
響
を
与
え
な
い

ｏ
省
力
化

。
無
人
化
が
図
れ
る

ｏ
環
境
保
全

。
安
全

・
経
済
性
が
高
い

ｏ
湧
水
等
、
シ
ー
ル
ド
遮
水
が
完
全
に
で
き
る

ｏ
地
震
に
強
い

（地
上
の
揺
れ
の
数
分
の

一
）

ｏ
百
年
以
上
の
耐
久
性
を
も
つ

ｏ
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
技
術
の
結
集
で
あ
る
。

ど
ん
な
汚
染
水
が
来
て
も
、
自
然
流
下
で
流
入
で
き
、
さ
ら
に
多
く
の
放
射
線
核
種
も
半
減
期
ま
で
貯
留
で
き

る
。
具
体
的
に
は
六
十
二
核
種
の
内
、
四
十
年
後
は
十
三
核
種
の
み
と
な
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
問
題
も
解
決
で
き

る
。
（半
減
期
は
十
二
年
）
さ
ら
に
百
万
ト
ン
を
超
え
る
掘
削
発
生
土
は
、
堤
防
の
嵩
上
げ
、
タ
ン
ク
群
周
り
の

防
液
堤
、
さ
ら
に
は
東
電
敷
地
内
に
二
～
三
メ
ー
ト
ル
覆
土
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
間
線
量
が
激
減
し
、
解
体

・

廃
炉
作
業
も
飛
躍
的
に
進
む
で
あ
ろ
う
。

こ
の
シ
ー
ル
ド
エ
法
は
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
技
術
で
あ
り
、　
一
刻
も
早
く

「大
深
度
地
下
貯
留
槽
の
建
設
」

に
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
、
安
倍
総
理
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
言
い
切
っ
た

「安
全

・
安
心
な
日
本
」
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
急
げ
、
日
本
の
国
益
を
守
る
た
め
に
…
…
。
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